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増
え
続
け
る
外
国
籍
の
子
供
が
公
立
学
校
に
通
い
や
す
く

す
る
よ
う
、
文
部
科
学
省
は
2
0
2
0年
度
か
ら
、
小
中
高

校
へ
の
就
学
を
包
括
的
に
支
援
す
る
方
針
を
固
め
た
。
各
教

育
委
員
会
に
義
務
教
育
年
齢
の
子
供
の
名
前
を
記
載
し
た

[
学
齢
簿
」
の
作
成
や
、
個
別
訪
問
な
ど
を
実
施
す
る
よ
う

通
知
し
、
高
校
に
つ
い
て
も
外
国
人
の
「
特
別
枠
」
確
保
に

向
け
た
指
針
な
ど
の
策
定
を
目
指
す
。
〈
関
連
記
事
担
面
〉

「
特
定
技
能
」
に
対
応

②区い
対や て 文
雪入は科

学、 省
な手①で
る続住は
子き民小
供な登中
のど録学
「を時校
学案にに
齢内学つ

警青産管
はを ③ や
電送外そ

事 付国れ
④人に

個反家準
別応庭じ
訪のにた
閣な も 名
lい就簿
家学を

にな 命公立学校に在籍している
義室 外国籍の児童生徒数

委 実 1 Jr I糊こ通っていない
に施 11 げ不就学Jの児童生徒
通すっ 1 1 
知 る 10
す よ

弓あ
年
度

国

会震
受は
け者E
入道
れ府
態県
勢ご
はと
は?に
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ぱ
ら
だ
。
文
科
省
に
よ
る
と
、

昨
年
度
、
作
文
と
面
接
な
ど
試

験
を
軽
減
し
た
「
特
別
枠
」
を

設
け
た
の
は

U
都
道
府
県
に
と

ど
ま
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
枠

の
拡
大
に
向
け
た
指
針
の
策
定

を
検
討
す
る
。
外
国
籍
の
子
供

な
ど
日
本
語
教
育
が
必
要
な
高

校
生
は
中
退
率
も
高
い
た
め
、

一異
な
り
、
法
律
上
は
親
に
就
学

高
校
や
教
委
に
フ
ォ
ロ
ー
体
制

一さ
せ
る
義
務
は
な
い
が
、
国
際

の
整
備
も
求
め
る
。

一人
権
規
約
で
は
す
べ
て
の
人
に

文
科
省
の
有
識
者
会
議
で
も
一
教
育
に
関
す
る
権
利
を
認
め
て

昨
年
6
月
か
ら
、
外
国
籍
の
子

一い
る
。
保
護
者
が
公
立
小
中
学

供
の
就
学
支
援
を
検
討
し
て
お
一
校
へ
の
就
学
を
希
望
す
れ
ば
受

り
、
今
年

3
月
末
ま
で
に
報
告
一
け
入
れ
て
き
た
。
四
年
4
月
に

書
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
だ
。
一
は
改
正
出
λ
国
管
理
・
難
民
認

公
立
の
小
中
高
校
に
在
籍
し

一定
法
が
施
行
さ
れ
、
新
た
な
在

て
い
る
外
国
籍
の
児
童
生
徒
一
留
資
格
「
特
定
技
能
」
が
創
設

は
、
叩
万
1
4
0
2人
(
四
年
一
さ
れ
た
。
外
国
人
労
働
者
を
5

5
月
現
在
)
で
、

5
年
間
で
約
4
一
年
間
で
最
大
白
万
人
受
け
入
れ

割
増
加
。
義
務
教
育
年
齢
で
「
不

一る
こ
と
を
見
込
ん
で
お
り
、
今

就
学
」
の
可
能
性
が
あ
る
子
供

(
6
5
H歳
)
は
l
万
9
6
5
4

人
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。

外
国
籍
の
子
供
は
日
本
人
と

後
さ
ら
に
外
国
籍
の
子
供
は
増

え
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

文
科
省
で
は
外
国
人
に
日
本

語
教
育
を
進
め
る
「
日
本
語
教

育
推
進
法
」
の
基
本
方
針
に
「
外

国
人
の
就
学
」
を
盛
り
込
む
こ

と
も
検
討
す
る
。
文
科
省
幹
部

は
「
外
国
人
の
受
け
入
れ
は
、
日

本
を
左
右
す
る
大
き
な
課
題
。

保
護
者
に
就
学
さ
せ
る
義
務
が

な
い
か
ら
と
い
っ
て
対
応
を
放

置
し
続
け
る
状
態
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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日

夢
は
高
校
受
験

外
国
人
が
増
加
し
て
い
る
日
本
社
会

で
は
、
外
国
籍
の
子
供
の
就
学
対
策
は

喫
緊
の
課
題
だ
。
日
本
語
が
わ
か
ら
な

い
場
合
は
授
業
に
つ
い
て
い
く
の
も
難

し
く
、
日
本
語
を
教
え
る
教
員
も
不
足

す
る
な
ど
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。

〈
本
文
記
事
1
面
〉

外国籍の就学支援

〈
小
学
校
の
先
生
に
な
り
た

い
V
〈
僕
の
夢
は
プ
ロ
の
ゲ
l

マ
l
v

昨
年
ロ
月
、
浜
松
市
の
N
P

O
法
人
「

A
R
A
C
E
(ア
う

よ

ッ
セ
)
」
の
教
室
で
は
、
外
国
一

籍
の
子
供
た
ち
日
人
が
、
将
来

了

の
夢
を
画
用
紙
に
書
き
、
た
ど

一

た
ど
し
い
日
本
語
で
発
表
の
練

一

習
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
一

ア
ラ
ッ
セ
で
は
ロ
年
前
か
ら

二
一

ブ
ラ
ジ
ル
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
子
一
ら
な
い
。
あ
と
1
年
間
勉
強
し

供
た
ち
に
日
本
語
を
教
え
、
学
一
て
、
高
校
受
験
を
し
た
い
」
と
、

校
に
送
り
出
し
て
き
た
。

一通
訳
を
介
し
て
目
標
を
教
え
て

両
親
と
と
も
に
5
か
月
前
に

一く
れ
た
。
本
来
は
中
学
3
年
生

来
日
し
た
ボ
リ
ビ
ア
国
籍
の
少

一だ
が
、

1
月
か
ら
岡
市
立
中
学

年
(
日
)
は
、
「
日
本
語
が
わ
か

一校
に
通
う
予
定
で
、
さ
ら
に
も

，F
 

う
1
年
間
学
び
な
が
ら
高
校
受

験
を
目
指
す
。

同
法
人
代
表
の
金
城
ア
イ
コ

さ
ん
は
「
外
国
籍
に
は
義
務
教

育
は
課
さ
れ
な
い
た
め
、
親
が

日
本
の
教
育
制
度
を
理
解
し
て

「アラッセ」で金城さん(右)から指導を受け
る外国籍の子供たち(昨年12阜、浜松市で)

とらいな的い
話れ。つなな
するし 7ァ事か
。ょっ 6情つ

うやすでた
支 υz子り
援とど供
が 教 ツ が 言
必需 1不 葉
要を λ 就や
だ 受 が 学 経
」 け 多 に 済

手
が
回
ら
な
い

4
0
0
0人
以
上
の
外
国
籍

の
児
童
生
徒
が
い
る
名
古
屋
市

で
は
、
子
供
が
小
学
1
年
に
な

る
前
年
度
の
8
月
に
、
市
立
小

の
就
学
案
内
を
送
る
。

会反
応
が
な
い
場
合
に
は
翌
年

2
月
に
も
進
路
を
尋
ね
る
ア
ン

ク
1
ト
を
送
付
。
そ
れ
で
も
、

約
9
0
0人
に
つ
い
て
は
不
就

学
な
の
か
外
国
人
学
校
に
通
っ

て
い
る
の
か
は
不
明
の
ま
ま

だ。
岡
市
教
育
委
員
会
の
担
当
者

は
「
就
学
状
況
を
す
べ
て
確
認

す
る
に
は
、
現
実
的
に
は
か
な

り
の
人
手
が
必
要
だ
」
と
打
ち

明
け
る
。

定
員
超
過

「
不
就
学
ゼ
ロ
」
を
掲
げ
る

岐
車
県
可
児
市
で
は
、

2
0
0

3
年
度
ー
か
ら
、
外
国
籍
の
学
齢

期
の
子
供
が
い
る
全
世
帯
を
家

庭
訪
問
し
な
が
ら
就
学
に
つ
な

げ
て
き
た
。

岡
市
に
は
7
4
0人
の
外
国

籍
の
児
童
生
徒
が
い
る
が
、
転

入
者
は
増
加
傾
向
で
、
開
設
し

て
い
る
日
本
語
な
ど
の
指
導
教

室
は
常
に
お
人
の
定
員
を
超
過

し
て
い
る
。
岡
市
の
担
当
者
は

「
教
室
の
拡
充
や
指
導
者
の
確

保
、
育
成
も
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
課
題
を
挙
げ
る
。

愛
知
淑
徳
大
の
小
島
祥
美
・

准
教
授
(
多
文
化
共
生
学
)
は

「
家
族
で
滞
在
す
る
こ
と
を
希

望
す
る
外
国
木
が
、
子
供
を
『
家

族
滞
在
』
の
在
留
資
格
で
呼
び

寄
せ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
外

国
籍
の
子
供
が
増
え
て
い
る
と

も
考
え
ら
れ
る
。
就
学
案
内
か

ら
学
習
支
援
と
一
貫
し
て
フ
ォ

ロ
ー
す
る
仕
組
み
を
、
・園
、
自

治
体
、
教
委
、
学
校
で
早
急
に

構
築
す
る
べ
き
時
に
来
て
い

る
」
と
話
し
て
い
る
。


